
ズン首相と懇談、計画投資省と協議会
多面的な対話を実現

ベ
ト
ナ
ム
に
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン

日
本
メ
コ
ン
地
域
経
済
委
員
会

日
越
友
好

周
年
記
念

　草の根交流
各地に広がる　

袋　井

ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
と

協
力
協
定
を
締
結

三　条

モ
ノ
づ
く
り
の
質
高
め

工
具
の
市
場
拡
大
目
指
す

釧　路

水
産
加
工
業
者
の

品
質
管
理
意
識
を
向
上

な
ぜ
転
嫁
対
策
が
必
要
か

上
乗
せ
で
き
な
い
と

収
益
を
圧
迫

事
業
全
体
で

適
正
な
利
益
の
確
保
を

都
市
開
発
が
進
み

生
活
向
上
を
実
感

　特　集　

メ
コ
ン
デ
ル
タ
へ
の

進
出
を
期
待

会　　議　　所　　ニ　　ュ　　ー　　ス（７） 第２４６２号〈第三種郵便物認可〉平成２５年１２月１１日（水曜日）

ズン首相と懇談（月日、ハノイにて）

ビ
ン
計
画
投
資
大
臣
（
左
）
に
要

望
書
提
出
（

月

日
）

　
日
本
商
工
会
議
所
の
日
本
メ
コ
ン
地
域
経
済
委
員
会
（
委
員
長
＝
渡
邉
康
平
伊
藤
忠
商
事
相
談
役
）
は


月

日
～

月
２
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
、

人
が
参
加
し

た
。
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
、
ブ
イ
・
ク
ア
ン
・
ビ
ン
計
画
投
資
大
臣
、
ブ
ー
・
フ
イ
・
ホ
ア
ン
商
工

大
臣
の
表
敬
訪
問
や
、
計
画
投
資
省
と
の
第
１
回
協
議
会
を
通
じ
た
政
策
対
話
を
実
施
し
た
ほ
か
、
ベ
ト
ナ

ム
商
工
会
議
所
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
や
工
業
団
地
、
進
出
日
系
企
業
の
視
察
な
ど
も
行
っ
た
。

　
消
費
税
の
価
格
転
嫁
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事

業
実
施
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
で
中
小
企
業
診

断
士
の
秋
島
一
雄
さ
ん
が
３
回
に
わ
た
り
解
説
し
ま

す
。
１
回
目
は
、
そ
も
そ
も
「
消
費
税
の
転
嫁
と
は

一
体
何
で
、
な
ぜ
転
嫁
対
策
が
必
要
か
？
」
と
い
う

点
に
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
釧
路
商
工
会
議
所
（
北

海
道
）
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）

を
活
用
し
、
ベ
ト
ナ
ム
と

の
交
流
を
進
め
る
。
来
年

か
ら
の
２
年
間
、
ベ
ト
ナ

ム
中
部
の
ダ
ナ
ン
市
を
対

象
に
、
水
産
加
工
流
通
業

者
の
衛
生
・
品
質
管
理
意

識
を
高
め
て
い
く
。

　
ダ
ナ
ン
で
は
、
木
造
船

が
主
流
。
冷
蔵
、
冷
凍
設

備
を
持
た
な
い
漁
船
が
多

く
、
捕
獲
し
た
魚
の
保
存

が
で
き
て
い
な
い
。
同
所

で
は
、
瞬
間
冷
凍
や
製
氷

機
な
ど
を
活
用
し
た
衛
生

・
品
質
管
理
を
進
め
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
来
年
夏

に
計
画
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

も
水
産
加
工
業
関
係
者
を

釧
路
に
招
へ
い
し
、
高
度

な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

衛
生
・
品
質
管
理
を
見
て

も
ら
い
、
レ
ベ
ル
の
向
上

を
目
指
す
。

　
釧
路
市
に
は
、
国
内
唯

一
の
坑
内
堀
炭
鉱
が
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

年

以
上
、
石
炭
採
掘
技
術
や

保
安
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
と

の
交
流
の
素
地
が
あ
る
。

　
同
所
で
は
、
「
現
地
で

は
、
当
市
の
鮮
度
保
持
技

術
に
高
い
関
心
を
持
っ
て

く
れ
て
い
る
。
息
の
長
い

交
流
で
技
術
提
供
を
行
っ

て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て

い
る
。

　
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

日
商
が
昨
年
９
月
に
岡
村

正
会
頭
（
当
時
）
を
団
長

に
派
遣
し
た
経
済
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
締
結
し
た
計
画
投

資
省
と
の
覚
書
に
基
づ

き
、
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め

に
派
遣
し
た
も
の
。

月


日
に
実
施
し
た
同
省
と

の
協
議
会
に
は
、
両
国
か

ら
約
１
２
０
人
が
参
加
。

ベ
ト
ナ
ム
の
重
要
な
経
済

政
策
で
あ
る
工
業
化
戦
略

に
示
さ
れ
た
重
点
産
業
６

分
野
の
中
か
ら
「
自
動
車

・
同
部
品
」
「
電
子
・
電

気
」
「
環
境
・
省
エ
ネ
」

の
３
分
野
を
テ
ー
マ
に
議

論
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
側
か

ら
各
分
野
の
行
動
計
画
の

策
定
状
況
や
育
成
の
狙
い

に
つ
い
て
の
解
説
が
あ

り
、
日
本
側
か
ら
は
、
進

出
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
に
関
す
る
問
題
点

や
、
裾
野
産
業
育
成
の
た

め
に
求
め
ら
れ
る
政
策
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
意

見
を
交
換
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
協
議
会
の

開
催
に
先
立
ち
、
一
行
は

ブ
イ
・
ク
ア
ン
・
ビ
ン
計

画
投
資
大
臣
を
訪
問
。
渡

邉
委
員
長
が
、
昨
年
９
月

の
覚
書
締
結
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
日
商
の
事
業
活

動
に
つ
い
て
報
告
し
た
ほ

か
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

工
業
化
戦
略
の
推
進
、
裾

野
産
業
の
育
成
、
投
資
・

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
の
観

点
か
ら
取
り
ま
と
め
た
要

望
書
を
ビ
ン
大
臣
に
手
渡

し
た
。

　
こ
の
要
望
書
は
、
ベ
ト

ナ
ム
の
工
業
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、
重
点
産
業
の

維
持
・
育
成
や
、
裾
野
産

業
の
育
成
の
た
め
の
基
準

・
認
証
制
度
の
整
備
、
さ

ら
に
は
経
済
特
区
、
地
域

総
合
計
画
、
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
な
ど
を
政
策
に

取
り
込
み
、
効
果
的
な
産

業
集
積
を
形
成
さ
せ
て
い

く
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
。
ま
た
、

日
本
の
中
小
企
業
の
投
資

促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

機
関
の
設
置
に
つ
い
て
も

提
案
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ビ
ン
大

臣
は
、
「
計
画
投
資
省
と

日
商
が
協
力
し
て
工
業
団

地
を
選
定
し
、
日
本
の
中

小
企
業
が
進
出
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
誘
致
し
て

は
ど
う
か
」
と
提
案
。
さ

ら
に
投
資
環
境
改
善
の
た

め
、
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
規
制
の
緩

和
、
国
内
産
業
の
維
持
、

裾
野
産
業
の
育
成
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
共
同
計

画
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
話
が
あ
っ
た
。

　
翌

日
に
は
、
グ
エ
ン

・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
を
表

敬
訪
問
し
、渡
邉
委
員
長
、

衣
斐
正
宏
共
同
委
員
長
を

は
じ
め
委
員

人
が
参
加

し
た
。
冒
頭
、
渡
邉
委
員

長
か
ら
、
計
画
投
資
省
と

の
第
１
回
協
議
会
の
概
要

や
裾
野
産
業
育
成
の
た
め

に
双
方
が
今
後
も
協
力
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
ズ
ン
首
相

は
、
「
す
で
に
両
国
は
貿

易
・
投
資
、
雇
用
、
開
発

援
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
良
好
な
関
係
を
築

い
て
い
る
が
、
お
互
い
の

潜
在
力
や
優
位
性
を
生
か

し
て
互
恵
的
関
係
を
さ
ら

に
深
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
ま
た
、
日
本
企
業
の
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
投
資
・

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
・

整
備
を
目
的
に
２
０
０
３

年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
日
越

共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に

つ
い
て
、
ズ
ン
首
相
は
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
活

動
を
支
持
し
て
い
き
た
い

と
の
意
向
を
示
し
た
。
さ

ら
に
日
本
側
に
対
し
て
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
南
に
位

置
す
る
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地

域
の
農
業
分
野
へ
の
投

資
、
技
術
移
転
に
つ
い
て

協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

　
ハ
ノ
イ
で
は
、
こ
の
ほ

か
に
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議

所
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、
ハ
ナ
ム

省
、
バ
ク
ニ
ン
省
、
ビ
ン

フ
ッ
ク
省
の
工
業
団
地
や

進
出
日
系
企
業
の
工
場
を

視
察
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
企
業

の
投
資
が
最
も
多
い
南
部

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
、
ド

ァ
ン
・
ス
ァ
ン
・
フ
ン
駐

日
大
使
の
同
席
の
も
と
レ

ー
・
ホ
ン
・
ク
ア
ン
・
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
人
民
委
員
長

と
懇
談
し
、
同
市
の
現
状

や
都
市
交
通
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
、
同
市
の
都
市
開

発
計
画
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

が
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
１
市


省
の
地
方
政
府
代
表
と

の
懇
談
や
、
同
地
域
関
係

者
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
同
地
域
は
ベ
ト
ナ
ム

一
の
米
の
生
産
地
で
、
か

つ
水
産
業
も
盛
ん
。
そ
の

た
め
、
農
業
生
産
の
効
率

化
や
、
農
水
産
加
工
業
の

育
成
に
対
し
て
、
日
本
企

業
に
よ
る
投
資
や
技
術
協

力
を
求
め
て
お
り
、
ベ
ト

ナ
ム
政
府
は
新
た
な
投
資

先
と
し
て
有
望
な
地
域
と

し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
に
隣
接
す
る
ド
ン
ナ

イ
省
、
ビ
ン
ズ
ン
省
を
訪

問
し
、
工
業
団
地
や
進
出

日
系
企
業
を
視
察
し
た
。

　
ド
ン
ナ
イ
省
は
、港
湾
、

空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
な
ど

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
さ

ら
に
は
、
南
部
経
済
回
廊

の
玄
関
口
で
あ
る
バ
リ
ア

ブ
ン
タ
ウ
か
ら
近
い
こ
と

か
ら
、
日
本
企
業
に
よ
る

新
設
工
業
団
地
の
建
設
が

進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
ビ
ン
ズ
ン
省
で

は
、
東
京
急
行
電
鉄
が
進

め
る
都
市
開
発
計
画
や
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
に

つ
い
て
話
を
聞
き
、
生
活

の
質
の
変
化
な
ど
、
新
た

な
成
長
に
向
け
て
動
き
出

す
ベ
ト
ナ
ム
の
姿
を
実
感

す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
袋
井
商
工
会
議
所
（
静

岡
県
）
は

月

日
～


月
３
日
、
同
所
の
設
立


周
年
記
念
事
業
と
し
て
ベ

ト
ナ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
ハ
ノ

イ
を
訪
問
し
た
。

　
豊
田
富
士
雄
会
頭
を
団

長
と
す
る
一
行

人
は
、

ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
ホ

ー
チ
ミ
ン
支
部
の
ボ
・
タ

ン
・
タ
イ
ン
会
長
と
懇
談

し
た
の
を
は
じ
め
、ハ
ノ

イ
の
本
部
で
は
同
所
の
ホ

ア
ン
・
バ
ン
・
ド
ン
副
会
頭

を
表
敬
訪
問
。
両
所
間
で

Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
協
力
協
定
）
を

締
結
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

日
本
の
商
工
会
議
所
で
ベ

ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
の

は
、大
阪
、広
島
、日
本
の

３
商
工
会
議
所
。
袋
井
商

工
会
議
所
は
４
カ
所
目
に

な
る
。

　
袋
井
市
は
、
ベ
ト
ナ
ム

独
立
運
動
の
指
導
者
の
フ

ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の

窮
地
を
助
け
た
恩
人
、
浅

羽
佐
喜
太
郎
の
出
身
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ベ
ト

ナ
ム
と
の
交
流
が
盛
ん
な

土
地
。
昨
年
、
同
所
は
ベ

ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
の
視

察
団
を
受
け
入
れ
た
経
緯

も
あ
る
。
今
回
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
昨
年
、
袋
井

を
訪
問
し
た
ベ
ト
ナ
ム
商

工
会
議
所
の
一
行
と
も
再

会
を
果
た
し
た
。

　
三
条
商
工
会
議
所
（
新

潟
県
）
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）

を
使
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
・

バ
リ
ア
・
ブ
ン
タ
ウ
省
の

産
業
政
策
の
立
案
担
当
行

政
官
や
企
業
の
管
理
職
な

ど
を
対
象
に
し
た
も
の
づ

く
り
支
援
の
セ
ミ
ナ
ー
を

三
条
と
ベ
ト
ナ
ム
の
双
方

で
開
催
し
て
い
く
。

　
事
業
名
は「
バ
リ
ア
・
ブ

ン
タ
ウ
省
に
お
け
る
金
属

関
連
裾
野
産
業
振
興
支
援

並
び
に
人
材
育
成
事
業
」。

同
所
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
受

託
し
た
。
今
月
中
に
契
約

し
、
来
年
か
ら
本
格
的
に

実
施
す
る
。
実
施
期
間
は

平
成

年
度
ま
で
。

　
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
て

モ
ノ
づ
く
り
の
質
を
高
め

て
も
ら
い
、
高
品
質
な
製

品
つ
く
り
に
必
要
不
可
欠

な
日
本
製
、
特
に
三
条
製

品
を
使
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
の
が
目
的
だ
。
セ
ミ

ナ
ー
は
、
三
条
と
ベ
ト
ナ

ム
の
双
方
で
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
講
師
や
参
加

者
が
１
週
間
程
度
滞
在
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
同
所
で
は
、
事
業
を
進

め
て
い
く
過
程
で
「
地
域

企
業
か
ら
工
場
を
ベ
ト
ナ

ム
に
建
て
た
い
と
い
う
話

が
出
た
時
に
、
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
交

流
の
パ
イ
プ
を
作
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
平

成

年
４
月
１
日
よ
り
消

費
税
率
が
現
在
の
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
税
率
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
事
業
者
は
さ
ら

に
厳
し
い
経
営
環
境
に
陥

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

事
業
者
は
買
い
手
の
購
買

意
欲
を
考
え
、
税
率
上
昇

分
を
価
格
に
転
嫁
し
な
い

可
能
性
が
高
く
、
消
費
税

引
き
上
げ
相
当
額
が
そ
の

ま
ま
収
益
の
減
少
に
結
び

つ
く
か
ら
で
す
。

　
適
切
な
価
格
転
嫁
が
で

き
れ
ば
、
事
業
者
は
従
来

の
収
益
の
確
保
が
可
能
で

す
。
消
費
税
は
、
仕
入
れ

時
に
は
仕
入
れ
価
格
に
消

費
税
分
を
加
え
て
支
払

い
、
販
売
時
に
本
体
価
格

に
消
費
税
分
を
加
え
て
受

け
取
り
、
支
払
っ
た
消
費

税
と
受
け
取
っ
た
消
費
税

の
差
額
を
納
税
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
消
費
税
は
、

仕
組
み
上
は
、
取
引
の
各

段
階
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
価
格
に
転
嫁（
上
乗
せ
）

さ
れ
る
こ
と
で
、
最
終
的

に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
消
費
者
が
負
担

す
る
の
で
、
税
率
が
何
％

で
あ
ろ
う
と
事
業
者
の
収

益
に
は
関
係
が
な
い
、
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
の
ビ
ジ

ネ
ス
で
の
や
り
取
り
は
こ

れ
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
で
し
ょ

う
か
？
例
え
ば
、
消
費
税

５
％
時
と
８
％
時
の
本
体

価
格
が
同
額
で
も
、
税
込

み
の
支
払
い
総
額
が
買
い

手
の
負
担
増
と
な
る
状
態

で
、
従
来
と
同
じ
数
量
を

販
売
す
る
こ
と
は
可
能
で

し
ょ
う
か
？
ま
た
、
税
込

み
価
格
が
２
９
８
円
や
１

０
０
０
円
と
い
っ
た
値
ご

ろ
感
の
あ
る
価
格
や
キ
リ

の
い
い
価
格
か
ら
変
わ
る

と
、
購
買
意
欲
の
減
退
が

起
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
こ
で
、
税
率
が
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
後
も
、

販
売
価
格
を
税
率
５
％
時

と
同
じ
価
格
に
据
置
い
た

場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
下
の
表
は
税
抜
き
ベ
ー

ス
で
仕
入
れ
額
が
１
万

円
、
売
上
額
が
２
万
円
の

例
で
す
が
、
税
込
み
販
売

価
格
を
２
万
１
千
円
に
据

え
置
い
た
場
合
の
利
益
の

減
少
額
を
示
し
た
も
の
で

す
。
税
率
引
き
上
げ
後
も

販
売
価
格
を
据
え
置
い
た

場
合
、
増
税
分
を
事
業
者

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
税
抜
き
売
上
額
の

減
少
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
な
ん
と
利
益
は
約

５
・
６
％
も
減
少
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
適
正
な
転
嫁
を

し
な
い
と
、
そ
の
分
収
益

が
圧
迫
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の

収
益
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
消
費
税
を
適
正
に
価

格
に
転
嫁
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
支

払
総
額
の
増
加
に
よ
る
買

い
手
の
買
い
控
え
や
競
合

他
社
と
の
価
格
競
争
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

最
終
的
に
は
売
れ
る
値
段

で
の
価
格
設
定
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
単
純
に
従

来
の
価
格
に
消
費
税
率
分

を
上
乗
せ
す
る
と
い
っ
た

一
律
転
嫁
で
は
な
く
、
売

上
げ
へ
の
影
響
を
加
味
し

て
、
事
業
全
体
で
適
正
な

利
益
確
保
を
目
指
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
目
玉
商
品
な

ど
は
販
売
価
格
を
据
え
置

く
（
実
質
値
下
げ
）
一
方

で
、
他
の
商

品
の
価
格

は
、
目
玉
商
品
な
ど
の
値

下
げ
分
を
カ
バ
ー
す
る
値

上
げ
を
適
正
な
転
嫁
の
範

囲
内
で
行
う
と
い
っ
た
方

法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
価
格
設
定
以

外
に
も
、
企
業
体
質
強
化

に
向
け
た
原
価
低
減
、
販

売
促
進
活
動
や
、
納
税
額

増
加
に
向
け
た
資
金
繰
り

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備

や
対
策
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。次
回
以
降
、こ
の

対
策
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
　
◆

　
日
本
商
工
会
議
所
消
費

税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等

事
業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／
東

京
商
工
会
議
所
中
小
企
業

相
談
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
／
中
小
企
業

診
断
士
　
秋
島
一
雄

覚
書
に
基
づ
き
、
協
議

会
を
開
催
（

月


日
）


